
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

暑く長かった夏も終わりを迎え、実りの秋が近づいてまいりました。今年の夏は梅雨時期の長雨もほとんど

なく、水不足から始まり猛暑で、クタクタになりながら誰も過ごしていましたね。その中で電力不足のため節

電の指導、新型コロナウイルス感染症のため定期的な換気で、大変ご迷惑をお掛けしたと思います。色んなこ

とがありましたが、今年も地域の方々と災害時の研修会ができたことは、みなさま方をお守りする立場の私た

ちにとって、とても意味のあることだったと思います。今年は他施設のケアマネさんも参加してくださり、色

んな情報を得ることができました。これからもご本人、ご家族はもちろん、地域の民生委員さんや一人暮らし

巡回相談員さん、ケアマネさん等と協力しながら安全対策の方法を学んでいきたいと思います。 

第二相扶園統括責任者 新丸 高弘 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お詫び 
 

令和４年の夏、全国的に新型コロナウイルス感染症が爆発的に増え、当施設でも陽性者が数

名確認されました。その度にみなさま方には、不安な思いやご迷惑をお掛けし大変申し訳なく思って

おります。しかし、日ごろから手洗いや消毒、検温などの予防策を講じてきたお陰で感染の拡大はあり

ませんでした。これもみなさま方が自宅での検温や到着時の手洗いなど率先して行ってくださった結

果と感謝しております。 

これからもできる限りの感染防止対策を実施して、みなさま方の安全と健康をお守りしたいと考えて

おります。そして、感染したこと（感染した人）を誹謗中傷するのではなく、みんなでみんなを守っていく

という気持ちを持ち続けられる施設でありたいと願っております。 
 

※相扶会職員は、相扶会のモットーでもある「和顔愛語（わげんあいご）」～いつも、誰に対しても

「なごやかな笑顔とやさしい言葉で接する」～を実践していきます。 

なお、この「和顔愛語」には「先意承問（せんいじょうもん）」という言葉が続きます。「先意承問」と

は「先に相手の気持ちを察して、相手のために何ができるか自分自身に問いただす」ことです。い

ずれも浄土真宗のお経の中に出てくる言葉ですが、これからもこの気持ちを大切に選ばれる施設

を目指します。 

第二相扶園統括責任者 新丸 高弘 

 

 

 

 

 


